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1. 研究の背景及び目的 

社会経済状況の激しい変化に対応するためインフラ分

野においてもデータとデジタル技術を活用した DX が推

進されているところである 1)。建設現場においても施工

状況を統合的に監理する DX 化技術が求められ、映像

（4D）情報の活用が期待されている 2)。これまで、施工

プロセスをプロファイリングする CPP（Construction 
Process Profiling）を試み、その有効性を検証してきたと

ころであるが 3）、本研究では、この CPP を援用し、遠

隔で複数の建設現場の稼働状況を監理するための統合的

なクラウドシステム（遠隔施工監理支援 AI データプラ

ットフォーム：CPPIC）を開発し、受注者だけでなく発

注者と共に施工監理情報を共有しながら建設事業を推進

していくことを目指すものである。 

2. 検討内容 

(1) CPP の概要 
CPP は、図-1 のとおり建設現場にスマートフォンを設

置するだけで、現場の状況を映像情報としてリアルタイ

ムで把握するとともに、独自に研究開発した AI を適用

して現場の稼働状況をプロファイル（波形）として表現

し、施工監理に必要となる様々な情報の解析を行うもの

である。CPP のアルゴリズムは、画像の特徴量（IC）を

AI により抽出した上で、連続する画像フレーム間の IC
変化量を P（プロファイリング）値として算出し、プロ

ファイルを生成するとともに施工プロセス間の相関係数、

成分構成比、周波数類似度、リスク発現確率、生産効率

等の指標を基に施工状況の妥当性を比較検証しながら

日々の施工監理を支援するシステムとなっている。 
 
 
 
 
 
 

図-1 CPP の概要 

 
(2) 統合型 CPP の構築 
しかしながら、これまで、CPP は、単一の建設現場に

対する施工監理支援ツールとして開発を進めてきており、

図-2に示すように様々な解析を行うための要素技術とし

て確立できているものの、今後は、個々の現場情報を統

合し、複数現場の状況が総合的にわかるような簡便な情

報群として提供するための機能が求められており、本研

究では、その要件を満たすためのデータプラットフォー

ムを構築するものである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-2 CPP によるデータ解析例 
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3. 検討結果 

(1) 遠隔施工監理支援 AI データプラットフォーム開発 
本研究で開発した遠隔施工監理支援 AI データプラッ

トフォーム「CPPIC」のダッシュボードイメージを図-3
に、また、主な表示項目を図-4 に示す。 
この CPPIC では単純な指標やグラフにより複数現場

の施工状況を概観することが可能となり、また、属性

DB を実装しており、受注者名、工事名、国や都道府県

など公的発注機関別の検索ができるものとなっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3 CPPIC Dashboard Image 
（CPPIC：Construction Process Profiling Information Cloud） 

 

 
 
 
 
 
 
 

NAME 工事名 

LIVE ライブ配信中フラグ 

CAM カメラ名 

P P値：当日／前日／差分ベクトル 

PHOTO 静止画 

PROFILE プロファイル図 

BEF 成分構成図：前日 

NOW 成分構成図：現時点 

CLIENT 発注者 

PRODUCER 建設プロデューサー 

AREA 施工箇所 

 

図-4 CPPIC 基本構成 

(2) リアルタイム GIS（GRIS）の援用 
CPPIC では 30 秒ピッチで情報を取得し、即座に AI

解析により値を算出することから個々の建設現場の施工

箇所を位置情報とした任意エリアの施工状況がリアルタ

イムで更新されることとなる。そのため、GRIS の機能

を具備することが可能となり、エリアマネジメントとし

ての国土管理情報基盤としての援用が可能となる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-5 CPPIC-GRIS Image 

（GRIS：Geographical Real time Information System） 

4. CPPIC に期待される効果 

本研究で得られた結果より CPPIC に期待される効果

としては、以下の点が挙げられる。 
①複数現場の施工状況を瞬時に把握 

一日の建設現場の稼働状況をスカラー値としてのＰ値

（プロファイル値）により瞬時に把握することができ、

前日との比較、あるいは、他の現場との比較を行いなが

ら複数現場を総合的に監理することが可能となる。この

ため施工監理技術者不足を補完するためのツールの一つ

として活用されていくことが期待される。 
②受・発注者間の情報共有とコミュニケーションの向上 

受注者と発注者が同一の施工状況情報を共有すること

により、受・発注者間のコミュニケーションが向上し、

より的確な施工監理を実現できる。 
 

5. 今後の展望 

CPPIC に掲載される建設現場の情報を全国的に網羅す

る形で展開していくことにより、施工監理データプラッ

トフォームの一つとして位置付けられ、建設 DX（デジ

タルトランスフォーメーション）へ向けた基盤情報とし

て、さらなる付加価値を加えながら整備を進めていく。 
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